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新
春
に
あ
た
り
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
よ
り
故
郷
を
愛
し
、
未
来
へ
向
け
た
礎

づ
く
り
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
の
仙
北
市
は
、
災
害
対
策
の
強
化
を

進
め
た
一
年
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
先
達
地
区
の

土
石
流
災
害
は
、
六
月
に
は
砂
防
事
業
を
竣
工
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
市
役

所
に
総
合
防
災
課
を
新
設
し
、
同
時
に
各
地
域
へ

は
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

仙
北
市
の
防
災
力
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
明
る
さ
一
番
の
話
題
は
、
何
と
言
っ
て
も
角
館

高
等
学
校
野
球
部
の
活
躍
で
す
。
積
年
の
夢
が
叶

い
ま
し
た
。
角
館
・
角
館
南
の
両
校
が
統
合
し
、

県
南
最
大
校
と
な
っ
た
記
念
の
年
の
甲
子
園
初
出

場
で
し
た
。
全
校
生
徒
が
球
場
入
り
を
果
た
し
、

一
般
の
応
援
者
と
あ
わ
せ
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

は
四
千
人
の
大
応
援
団
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
地
元

で
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
中
継
に
声
を
か
ら
し
た
方
々
、

ま
た
様
々
な
場
所
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
な
ど
、
本
当
に
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
、
多
く

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
国
民
文
化
祭
で
す
。
こ
れ
ま
で
市
民
が

大
切
に
し
て
き
た
、
ま
た
国
文
祭
を
き
っ
か
け
に

取
り
組
ん
だ
数
々
の
事
業
は
、
質
・
量
と
も
に
県

内
最
高
だ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
秋
の
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
内
は
大

変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
市
外
で
国
民
文
化
祭
事
業

に
参
加
し
た
方
々
も
、
帰
省
の
前
に
仙
北
市
に
立

ち
寄
る
流
れ
が
で
き
て
、
広
く
仙
北
市
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
さ
ん
に

は
、
本
当
に
ご
難
儀
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
分
野
で
は
、
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
着
工
、
角
館
総
合
病
院
改
築
事
業
の
着
工
、
㈱

ツ
ム
ラ
の
生
薬
栽
培
事
業
着
手
、
誘
致
企
業
用
地

造
成
着
手
、
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
建
設
決

定
、
国
道
一
〇
五
号
の
優
先
整
備
決
定
な
ど
、
進

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
未
来
を
描
く
一
年
に
」

仙
北
市
長  

門
脇 

光
浩

展
が
見
ら
れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

誘
致
企
業
に
関
し
て
、
先
般
の
議
会
に
提
案
し
た

追
加
の
土
地
の
取
得
議
案
と
造
成
工
事
費
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
同
意
を
い
た
だ

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
議
会
の
判
断

は
、
企
業
誘
致
そ
の
も
の
に
反
対
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
進
出
条
件
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
諸
課
題
に
対
し
、
市
と
し
て
早
急
に
交
渉
に
当

た
る
よ
う
に
と
の
叱
咤
激
励
と
受
け
止
め
ま
す
。

既
に
未
確
定
案
件
の
整
理
や
交
渉
日
程
の
調
整
を

詰
め
て
い
ま
す
が
、
県
や
金
融
機
関
と
連
携
を
図

り
、
市
と
企
業
あ
わ
せ
四
者
で
事
業
に
取
り
組
む

決
意
で
す
。

  

こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
の
今
年
で
す
。
し
っ

か
り
と
未
解
決
の
行
政
課
題
に
挑
む
一
年
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
期
総
合
計
画
（
十
ヶ
年

計
画
）
の
策
定
作
業
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
、
少
子
高
齢
と
地
域
消
滅
へ
の

対
抗
策
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
可
欠

な
要
件
と
な
る
自
主
財
源
の
確
保
手
法
、
産
業
振

興
や
所
得
政
策
、
統
合
庁
舎
と
公
共
施
設
の
高
度

活
用
、
定
住
促
進
、
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
は
、
様
々

な
道
筋
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ど
の
道
を
進
ん
で

も
苦
難
の
連
続
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
政
府

が
打
ち
出
し
た
地
方
創
生
は
、
地
方
に
バ
ラ
色
の

将
来
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
努
力

を
怠
ら
ず
、
常
に
市
民
と
行
政
が
協
働
で
汗
を
流

す
姿
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
国
だ
っ
て
県
だ
っ
て
、

手
を
差
し
伸
べ
て
は
く
れ
な
い
の
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
市
内
で
は
多
彩
な
行
事
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。「
二
〇
一
五
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
秋
田
た
ざ
わ
湖
大

会
」、
東
北
三
大
さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
、
戸
沢
サ
ミ
ッ

ト
、
東
北
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
、
ラ
ド
ン
ラ
ジ
ウ
ム

温
泉
健
康
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
、
大
規
模
大
会
や
サ
ミ
ッ

ト
が
目
白
押
し
で
す
。
国
際
交
流
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
も
多
数
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に

交
流
拠
点
都
市
・
仙
北
市
の
面
目
躍
如
と
言
っ
た

一
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
九
月
で
、
仙
北
市
は
誕
生
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
十
年
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、
改

め
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
失
敗
を
非
難
せ
ず
、
未
来

の
仙
北
市
に
走
り
出
す
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ

思
い
で
、
十
周
年
記
念
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
職
員
一
同
、
新
年
が
佳
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
幸
せ
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
初
心
に
立
ち
返
り
職
務
に
励
み
ま

す
。
ど
う
か
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
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2015 FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ秋田たざわ湖大会

2015 FIS FREESTYLE SKI

WORLD CUP
in Tazawako Akita

【問合せ】

2015  FIS  フリースタイルスキーワールドカップ

秋田たざわ湖大会 組織委員会事務局

（仙北市教育委員会 スポーツ振興課内）

☎ 0187-43-3390　FAX  0187-54-1727
E-mail  akita.tazawako.oc@gmail.com

2 /28 土

モーグル
予選・決勝

2 /7 
土

モーグル
予選・決勝（男女）

2 /8 
日

デュアルモーグル
予選・決勝（男女）

3 / 1 日

デュアルモーグル
予選・決勝

モーグル・ワールドカップが開催されます！ デュアルモーグル

モーグル競技って？

モーグルの採点

　２月２８日（土）にモーグル、３月１日（日）にデュアルモー

グルがたざわ湖スキー場で開催されます。今号では、

モーグル競技について採点方法などをご紹介します。

　●  ターン点　　…　６０．０満点（全体の６０％）

　●  エア点　　　…　２０．０満点（全体の２０％）

　●  スピード点　…　２０．０満点（全体の２０％）

　合計１００点満点

　１人で滑り降り、そのポイントを競い合うモーグル

に対して、デュアルモーグルは赤、青の分かれたコー

スを２人同時に滑り降り、それぞれのポイントで勝敗

を競い合うトーナメント方式の競技です。２人同時に

滑るデュアルモーグルは迫力があり、白熱します。

モーグル・ワールドカップのプレ大会として

２０１５ フリースタイルスキー
秋田・田沢湖モーグル競技会

が開催されます！

　モーグルと言えば、１９９８年長野オリンピックでの

里谷多英選手の金メダル、昨年２月に開催されたソチオ

リンピックでの上村愛子選手の活躍はご存知の方も多

いと思います。

　モーグル競技は、フリースタイルスキー競技の一つ

で、コブ斜面を滑り降り、そのターンの技術（ターン点）、

エアの完成度（エア点）、速さ（スピード点）の３つを

合算した結果で優劣を競います。

　どんなに速くても、あるいはエアの完成度、難易度

が高くても、ターンに乱れがあると必ずしも高得点を

得られる訳ではありません。上位に来る選手は３つのポ

イントどれもが高得点でバランスが取れています。採

点方法を知っておくと、モーグル競技をより楽しく観

戦できるかもしれません。

会場  たざわ湖スキー場 黒森山モーグルコース

ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

第
29
回
を
迎
え
た
東
京
か
く
の
だ
て
会
総
会
。
大
勢

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

戸
澤
彩
さ
ん
が
2
年
生
の
部
最
優
秀
賞
を
受
賞

ホ
ノ
ル
ル
市
長
杯　

第
30
回
全
日
本
Ｅ
Ｃ
Ｃ
中
学
生
英
語
暗
誦
大
会
全
国
大
会

11月23日
大阪市

　

11
月
23
日
に
大
阪
市
で
行
わ
れ
た
「
ホ
ノ

ル
ル
市
長
杯
第
30
回
全
日
本
Ｅ
Ｃ
Ｃ
中
学
生

英
語
暗
誦
大
会
全
国
大
会
」
で
戸
澤
彩
さ
ん

（
角
館
中
）が
２
年
生
の
部
で
グ
ラ
ン
ド
プ

ラ
イ
ズ（
最
優
秀
賞
）を
受
賞
し
、
受
賞
報

告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
学
年
別
の
計
50
人
が
出
場
し
た
こ

の
大
会
で
、
１
番
手
の
発
表
な
が
ら
「
緊
張

は
全
く
し
な
か
っ
た
」
と
話
す
戸
澤
さ
ん
。

堂
々
と
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
、
見
事
に
こ
の

度
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

ＥＣＣ角館教室から出場した戸澤さん（写真中央）
と英語指導者の坂本佐穂さん（左）。

わ
ら
細
工
の
伝
統
の
技
を
指
導

ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
藤
原
イ
マ
さ
ん

11月22･23日
三種町　

仙
北
市
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ

れ
て
い
る
、
わ
ら
細
工
技
術
者
の
藤
原
イ
マ

さ
ん（
角
館
町
）が
11
月
22
日
、
23
日
に
三

種
町
を
訪
問
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
わ
ら
細

工
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
種
町
の
岩
上
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ
で

は
、
伝
統
文
化
の
保
存
を
テ
ー
マ
に
わ
ら
細

工
に
注
目
し
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、

優
れ
た
わ
ら
細
工
技
術
を
持
つ
藤
原
さ
ん
に

講
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
昔
を
思

い
出
し
な
が
ら
の
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ

も
、藤
原
さ
ん
の
指
導
を
受
け
サ
ン
ペ
イ（
わ

ら
長
靴
）作
り
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

作業を丁寧に教える藤原さん（右）。藤原さんはわら細
工の指導を通じ伝統技術普及活動に努めています。

会
場
に
お
囃
子
が
響
き
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
く

第
29
回
東
京
か
く
の
だ
て
会
総
会
が
開
催

11月30日
東京都

　

総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
会
員
が
互
い
の
近
況
や
懐
か
し
い
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
語
ら
い
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
飾
山
囃
子
な
ど
も
披
露

さ
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
一
角
で
は
仙
北
市
の
お
菓
子
や
漬

物
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
懐
か
し
む
方
々
に

好
評
で
し
た
。

飾山囃子が披露され会場を盛り上げました。

　

11
月
30
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
東
京
都

中
野
区
）
を
会
場
に
第
29
回
東
京
か
く
の
だ

て
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
約
70
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
国
民
文
化
祭
あ
き
た

２
０
１
４
の
県
民
参
加
事
業
「
秋
田
ゆ
か

り
の
映
画
祭
」
や
観
光
庁Visit Japan

関

連
の
台
湾
向
け
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の

支
援
な
ど
、
初
め
て
の
事
業
を
行
っ
た
年

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
・
映
画

な
ど
の
支
援
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

さ
れ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
映

像
の
支
援
も
多
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
数
年
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
撮
影
の
支

援
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
求
め
ら
れ

る
エ
キ
ス
ト
ラ
の
人
数
も
以
前
に
比
べ
、

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
エ

キ
ス
ト
ラ
出
演
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
活
動
を
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
た
い

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）
☎４３-３３５２
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
地
域
の
素
材
を
テ
ー
マ
に
し

た
映
画
制
作
の
動
き
も
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
支

援
す
る
立
場
で
、
あ
ま
り
表
立
っ
た
活
動

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
は
、
仙

北
市
発
の
映
画
を
作
り
、
全
国
に
地
域
の

情
報
発
信
が
で
き
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
か
く
の
だ
て
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
今
年
も
地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
進
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
会
長　

坂
本  

洋
）

（写真左）10 月に開催した国民文化祭あきた 2014  県民参加事業「秋田ゆか
りの映画祭」の一コマ　（写真右）台湾向けのショートムービー撮影を支援

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
誓
い
合
う

平
成
26
年
度
仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会
開
催

12月5日
角館樺細工伝承館

地
元
の
桜
を
守
る
活
動
を
展
開

雲
沢
地
域
運
営
体

12月7日
雲沢地域

上
：
須
江
さ
ん
（
右
）
の
演
奏
と
首
藤
さ
ん
（
左
）
の
演
奏

と
歌
声
が
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。
下
右
：
小
松
小
学
校
校

歌
を
歌
う
コ
ー
ル
若
葉
の
皆
さ
ん
。
下
左
：
み
ん
な
で
歌
う

「
ふ
る
さ
と
」
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

美
し
い
ピ
ア
ノ
の
音
色
と
歌
声
が
会
場
に
響
く

神
代
小
学
校
で
奇
跡
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

12月10日
神代小学校

　

雲
沢
地
域
運
営
体
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
に

あ
る
桜
の
木
が
病
気
な
ど
で
弱
っ
て
い
る
状

況
を
改
善
し
よ
う
と
、
樹
木
医
で
仙
北
市
さ

く
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
黒
坂
登
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
桜
の
剪
定
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

11
月
29
日
に
さ
わ
や
か
桜
館
、
12
月
７
日

に
角
館
温
泉
花
葉
館
で
、
高
所
作
業
車
を
使

用
し
な
が
ら
、
弱
っ
た
枝
を
剪
定
し
ま
し
た
。

　

同
運
営
体
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
公
共
施
設

等
に
あ
る
桜
を
中
心
に
引
き
続
き
作
業
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

「桜で有名な角館。地域の桜もきれいに咲くよう守っ
ていきたい」と作業する皆さん。

北
の
み
ち
社
か
ら
仙
北
市
へ

角
館
新
聞
合
本
を
寄
贈

12月3日
仙北市　

こ
の
度
、
北
の
み
ち
社
（
冨
木
耐
一
編
集

長
）
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、「
角
館
新
聞

（
第
１
号
～
第
３
０
９
号
）」
２
冊
が
仙
北
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

角
館
新
聞
は
今
年
で
発
行
13
年
目
を
迎

え
、
月
２
回
、
主
に
角
館
地
区
で
の
出
来
事

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
籍
は
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
、
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

約
10
年
に
わ
た
る
旧
角
館
町
、
仙
北
市
の
歩
み
を
記

録
し
た
貴
重
な
資
料
で
す
。

地
域
の
史
跡
な
ど
に
標
柱
設
置

中
川
地
域
運
営
体

11月22日
中川地域

　

11
月
22
日
、
中
川
地
域
運
営
体
は
、
地
域

内
の
史
跡
な
ど
の
各
所
に
、
標
柱
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

主
要
事
業
と
し
て
編
纂
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
「
中
川
村
郷
土
誌
」
を
今
年
夏
に
発

行
し
た
中
川
地
域
運
営
体
で
は
、
郷
土
誌
に

書
か
れ
た
歴
史
や
史
跡
に
つ
い
て
、
若
い
世

代
や
地
域
を
訪
れ
る
方
に
も
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
こ
の
標
柱
の
設
置
を
取
り
決
め

ま
し
た
。

　

作
業
を
行
っ
た
皆
さ
ん
は
「
地
元
に
つ
い

て
再
発
見
や
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

10
か
所
に
設
置
さ
れ
た
標
柱
に
は
史
跡
名
や
そ
の
説

明
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

表彰者（敬称略）
個人　小瀧功（田沢湖町）黒坂和夫（角館町）小松健（角館町）
団体　仙北市立角館西保育園交通安全母の会（角館町）

　

12
月
10
日
、
神
代
小
学
校
で
「
～
樺
細
工

で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
～
奇
跡
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
小
松
小
学

校
時
代
か
ら
長
く
使
用
さ
れ
、
学
校
で
の
役

目
を
終
え
た
ピ
ア
ノ
は
廃
棄
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
様
々
な
方
の
力
添
え
で
現
在
も
そ

の
音
色
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
須
江
太
郎
さ
ん
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
首
藤
玲
奈
さ
ん
が
す
ば
ら

し
い
演
奏
や
歌
声
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
童
謡
、

歌
謡
曲
の
数
々
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ピ
ア
ノ
が
あ
っ
た
小
松
小
学
校
の
校
歌
が
歌

わ
れ
る
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
須
江
さ
ん
の
演
奏
に
合
わ
せ
、

首
藤
さ
ん
と
会
場
に
集
ま
っ
た
児
童
、
神
代

中
学
校
生
徒
、訪
れ
た
地
元
の
皆
さ
ん
で「
ふ

る
さ
と
」
を
歌
い
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

制
服
姿
で
元
気
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表

し
た
角
館
西
保
育
園
の
園
児
た
ち
。

　

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会
が
、
12
月
５

日
に
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
、
市

内
の
交
通
安
全
関
係
者
や
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

な
ど
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
と
団
体
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
仙
北

警
察
署
交
通
課
長
に
よ
る
「
地
域
の
交
通
安

全
に
つ
い
て
」
の
講
話
に
続
き
、
警
察
官
の

制
服
を
着
た
角
館
西
保
育
園
児
に
よ
る
交
通

安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
、
県
警
察
本
部 

交
通
安
全
指
導
隊
お
ば
こ
隊
に
よ
る
「
交
通

安
全
実
践
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
交
通
教
育
は
職
場
と
家
庭
の
会

話
か
ら
」
な
ど
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
、
交

通
安
全
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
？

　
農
村
地
区
に
滞
在
し
自
然
体
験

や
農
業
体
験
を
す
る
こ
と
、
農
家

民
宿
に
宿
泊
す
る
こ
と
を
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

平
成
６
年
「
農
山
漁
村
滞
在
型
余

暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ

た
の
を
機
に
、
国
も
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
奨
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
仙
北
市
で
も
「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
を

少
し
ず
つ
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
す
。

仙
北
市
で
は
昭
和
40
年
代
か
ら

　
現
在
、
仙
北
市
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
先
進
地
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
い
間
受
け
入
れ
を
行
っ

て
き
た
経
験
と
知
識
が
あ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
た
ざ
わ
こ
芸

術
村
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
西

木
研
究
会
、
田
沢
湖
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
協
議
会
な
ど
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
窓
口
が

複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し

あ
い
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
の
み
な
ら
ず
ど
ん
な
国
か
ら

で
も
臆
せ
ず
受
け
入
れ
が
で
き
る

の
も
仙
北
市
の
特
徴
で
す
。

　
ま
た
歴
史
も
古
く
昭
和
40
年
代

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
昭
和
46

年
の
秋
田
国
体
開
催
時
の
受
け
入

れ
施
設
と
し
て
、
田
沢
湖
の
石
神

地
区
に
た
く
さ
ん
の
農
家
民
宿
が

開
業
し
ま
す
。
国
体
終
了
後
、
こ

の
地
域
の
方
々
は
田
沢
湖
高
原
の

旅
館
等
と
協
力
し
農
業
体
験
や
ス

キ
ー
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
同
時
期
に
た

ざ
わ
こ
芸
術
村
が
首
都
圏
か
ら
の

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
を
開
始
、

滞
在
し
て
い
る
学
生
に
農
業
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
主
に
白
岩
・
西
明
寺
・

神
代
地
区
の
農
家
へ
学
生
を
数
名

ず
つ
送
迎
し
て
農
業
体
験
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ス
タ
イ

ル
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
国

が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
連

す
る
事
業
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
後

の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
20
年
以
上

前
か
ら
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
た
地
域
に
な
り
ま
す
。

農山村体験デザイン室（仙北市役所西木庁舎内）

福田・髙倉・田口　☎ 43-3353

農業体験を含む教育旅行の受入れ人数の推移（単位：人）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

－ － 9,279 11,270 14,466

農家民宿の軒数の推移（単位：軒）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

27 28 29 29 29
※平成 26 年 4 月に 1 軒の開業（角館地区）があるため現在 30 軒。

農家民宿の利用者数（単位：人）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

9,415 9,681 8,609 10,202 10,057

農家民宿の外国人宿泊者推移（単位：人）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

372 236 125 306 300
※平成 26 年は 1 月 -10 月累計速報値（10 か月間）で 446 人と大幅増。

仙北市のグリーンツーリズム

自然と文化、人々との交流が地域を元気に

仙北市はグリーンツーリズムの先進地と言われていま

す。以前から農業体験の受け入れや農家民宿が多く開

業していた仙北市では平成２６年に台湾、インドネシ

ア、ミャンマー、東ティモールなど５か国から１９４人

の受け入れを行いました。仙北市のグリーンツーリズ

ムの現状についてお話ししたいと思います。

30
軒
の
農
家
民
宿
は
県
内
最
多

　
市
内
に
は
30
軒
の
農
家
民
宿
が

あ
り
ま
す
。
仙
北
市
で
は
体
験
を

提
供
で
き
る
宿
を
「
農
家
民
宿
」

と
定
義
し
て
い
る
た
め
、
中
に
は

ペ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
や
茅
葺
き
屋

根
の
食
事
を
提
供
し
な
い
タ
イ
プ

の
宿
な
ど
形
態
も
様
々
で
30
軒
は

県
内
で
最
多
の
開
業
数
で
す
。

　
市
役
所
と
し
て
も
地
域
の
方
々

と
協
力
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
通
し
て
農
山
村
地
域
の
交

流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で

市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
力
を
入
れ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
や
農
家

　４年前に農家民

宿 を 開 業 し ま し

た。農業体験の受

け入れを通して人

とのふれあいの楽

しさを感じたこと

がきっかけです。

当時は秋田県で最

年少の農家民宿の

オーナーでした。

開業について特に苦労したことはなかったので

すが、最初のうちは勝手のわからない事ばかり

で、最近になってやっと肩の力をぬいて受け入

れが出来るようになりました。農家民宿の楽し

さは地元にいながら国内外を問わず新しい出会

いが次々にうまれることと思います。

　秋田市から嫁い

できてからずっと

家族と一緒に農業

体験の受け入れや

農家民宿泊を行っ

ています。関東圏

や海外からの受け

入れもしています

が、このことは仙

北市や日本の良い

ところを再認識するきっかけになっているような

気がします。我が家の小学生の長男は海外からの

受け入れを行った時に英会話について興味を持っ

ていました。同じ屋根の下に異言語の人がいるこ

とは子どもにとってはいろいろな事に好奇心を持

つよいきっかけになっています。

農家民宿孫六荘

田口 悦子さん

農家民宿泰山堂からの景色

農家民宿のどか

高橋 由希子さん

民
宿
の
開
業
な
ど
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
教
育
旅
行
の
総
合
窓
口

で
あ
る
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室

へ
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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01

02

03

04

06

05

開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年 

仙
北
市
消
防
出
初
式

　

新
春
恒
例
と
な
っ
て
い
る
仙
北
市
消

防
出
初
式
が
１
月
６
日 

火 

に
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
当
日
は
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン

か
ら
西
明
寺
小
学
校
ま
で
消
防
団
員
、

消
防
車
両
、
音
楽
隊
、
女
性
消
防
団
員

の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
や
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

小
学
校
前
で
は
観
閲
や
市
長
と
消
防

団
長
に
よ
る
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
日
夜
仙
北
市
の
防
火
・
防
災
に
努

力
し
て
い
る
、
仙
北
市
消
防
団
の
応
援

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
出
初
式
開
催
日
程
／

　

１
月
６
日 

火   

◎
団
員
集
合
／
12
時　

西
木
温
泉
ク
リ

オ
ン

◎
人
員
報
告
／
12
時
５
分　

西
木
温
泉

ク
リ
オ
ン
駐
車
場

◎
分
列
行
進
／
12
時
15
分

◎
式
典
／
14
時　

仙
北
市
民
会
館

※
分
列
行
進
道
路
沿
い
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
車
両
通
行
止
め
／
11
時
50
分
～
13
時

（
分
列
行
進
の
間
）　

ク
リ
オ
ン
～
西

明
寺
小
学
校

※
周
辺
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁

舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
５

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

高
校
・
一
般
の
部
作
品
募
集

　

仙
北
市
民
（
高
校
生
・
一
般
）
を
対

象
に
『
平
成
26
年
度
仙
北
市
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
開
催
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
・
中
学
校
の
部
の
作
品
募

集
に
つ
い
て
は
、
各
校
あ
て
に
案
内
し

て
い
ま
す
。

●
出
品
点
数
／
１
人
１
点

●
対
象
図
書
／
自
由
。
た
だ
し
、
教
科

書
・
副
読
本
・
雑
誌
は
除
き
ま
す
。

●
用
紙
字
数
／
本
文
２
０
０
０
字
以
内

（
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
）。

※
句
読
点
（
、
点　

。
丸
）
は
そ
れ
ぞ
れ
１

字
に
数
え
ま
す
。

●
応
募
作
品
／

◎
日
本
語
で
書
か
れ
た
作
品
で
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◎
題
名
・
氏
名
等
は
必
ず
応
募
用
紙
に

記
入
し
、
本
文
の
み
原
稿
用
紙
に
記

入
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
学
習
資
料
館
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
作
品
提
出
／
学
習
資
料
館
に
直
接
持

参
ま
た
は
郵
送
と
し
ま
す
。

●
募
集
締
切
／
１
月
21
日 

水 

●
表
彰
式
／
２
月
22
日 

日 （
予
定
）

●
氏
名
等
の
公
表
／
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
、
優
良
賞
の
受
賞
者
氏
名
は
『
広

西
明
寺
小
学
校

市
役
所
西
木
庁
舎

通行止め区間

西明寺駅

ク
リ
オ
ン 西

明
寺
診
療
所

105

報
せ
ん
ぼ
く
』
や

仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発

表
し
ま
す
。ま
た
、

最
優
秀
作
品
は

『
広
報
せ
ん
ぼ
く
』
に
掲
載
し
ま
す
。

●
入
選
作
品
集
へ
の
掲
載
／
入
賞
作
品

は
学
習
資
料
館
発
行
の
『
仙
北
市

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

集
』
に
掲
載
し
ま
す
。

●
作
品
提
出
・
問
合
せ
先
／

　

学
習
資
料
館  

〒
０
１
４-

０
３
１
１

　

仙
北
市
角
館
町
田
町
上
丁
23

　

☎
（
43
）
３
３
３
３

　
『
未
来
に
残
し
た
い
仙
北
の
景
観
～

み
ん
な
で
守
り
・
育
て
る
景
観
～
』
を

テ
ー
マ
に
仙
北
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
仙
北
市
の
景
観
の
魅

力
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
と
と
も

に
、
先
進
事
例
な
ど
に
つ
い
て
学
び
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
の
景
観
づ
く
り
（
景
観

を
育
て
る
）
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
１
月
17
日 

土 

13
時
30
分
～

仙
北
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

　

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
平

成
27
年
２
月
１
日
の
基
準
日
で
行
わ
れ

ま
す
（
農
林
水
産
省
）。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の
農

林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
農
山

村
地
域
に
お
け
る
土
地
資
源
な
ど
農
林

業
・
農
山
村
の
基
本
構
造
の
実
態
と
そ

の
変
化
を
明
ら
か
に
し
、 

農
林
業
施
策

の
企
画
・
立
案
・
推
進
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
な
る
統
計
を
作
成
し
、
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
ご
と
に
行
う

調
査
で
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

平
成
27
年
度
未
来
農
業
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
を

募
集
し
ま
す
（
追
加
）

　

県
内
の
試
験
場
等
で
行
う
農
業
研
修

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
花
き
、
果
樹
、
酪
農
、
水
稲
等
（
病
害
虫

防
除
）
の
研
修
コ
ー
ス
に
限
り
ま
す
。

●
募
集
締
切
／
１
月
16
日 

金 

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課  

農
務
係

（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
０
６

　

募
集
要
項
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
美

の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
）　　

http://
w

w
w

.pref.akita.lg.jp/atkikaku/

　

平
成
26
年
中
に
給
与
・
賃
金
等
（
専

従
者
給
与
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
代

も
含
み
ま
す
）
を
支
払
っ
た
方
は
、
平

成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
仙
北
市
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
受
給
者
の
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
義
務

が
あ
り
ま
す
（
地
方
税
法
第
３
１
７

条
の
６
第
１
項
）。
ま
た
、
支
払
金
額

が
30
万
円
以
下
の
退
職
者
に
つ
い
て

も
、
公
平
・
適
正
課
税
の
観
点
か
ら
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
地
方
税
法
第

３
１
７
条
の
６
第
３
項
）。

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所
得
者

に
と
っ
て
市
県
民
税
の
申
告
に
代
わ
る

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
し

く
記
入
の
う
え
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し

な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
罰
則
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の
７
）。

※
平
成
27
年
度
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

し
た
受
給
者
の
中
で
、
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
給
与
の
支
払
い
を
受
け
な

く
な
っ
た
方
が
い
る
場
合
は
、
４
月
15

日
ま
で
に
給
与
支
払
報
告
書
に
係
る
給

与
所
得
者
異
動
届
出
書
を
提
出
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
地
方
税
法
第

３
１
７
条
の
６
第
２
項
）。

●
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
対
象
者
／

平
成
26
年
中
に
給
与
・
賃
金
等
を
支

給
与
を
支
払
っ
た
方
は
、
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す

払
っ
た
方
（
個
人
・
法
人
を
問
い
ま

せ
ん
）。
支
払
金
額
30
万
円
以
下
の

退
職
者
に
つ
い
て
も
、
公
平
・
適
正

課
税
の
観
点
か
ら
提
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
／
２
月
２
日 

月 

●
提
出
先
／
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

で
、
給
与
受
給
者
が
実
際
に
居
住
す

る
住
所
地
の
市
町
村
税
務
課
へ
。

　

仙
北
市
へ
の
提
出
先
は
、
総
務
部
税

務
課
市
民
税
係
と
な
り
ま
す
。

◎
総
括
表　

１
枚

◎
個
人
別
明
細
書　

１
人
に
つ
き
２
組

※
個
人
別
明
細
書
は
、
最
寄
り
の
市
役
所
・

出
張
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
／
平
成
26
年
度
当
初
賦
課
時

に
送
付
し
て
い
る
特
別
徴
収
の
し
お
り

（
最
終
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
て
い
る

給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）
を
特

別
徴
収
者
と
普
通
徴
収
者
と
を
そ
れ

ぞ
れ
仕
切
り
紙
を
使
用
し
明
確
に
区

分
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
普
通
徴

収
者
の
報
告
に
つ
い
て
は
理
由
を
付

す
る
事
項
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
総
括
表
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課  

市
民
税
係
（
田

沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
７

●
会
場
／
角
館
樺
細
工
伝
承
館　

総
合

研
修
室

●
内
容
／
基
調
講
演
「
景
観
を
お
い
し

く
食
べ
る
『
ま
ち
育
て
』
の
ス
ス
メ
」

弘
前
大
学
教
育
学
部 

北
原
啓
司
教

授
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

『
花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
』

の
表
彰
、
現
在
策
定
中
の
仙
北
市
景

観
計
画
素
案
に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
９
５

　

平
成
27
年
１
月
中
旬
か
ら
各
集
落
へ

調
査
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁

舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
２

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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償
却
資
産
の
申
告
書
の

提
出
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
所

有
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告

書
を
12
月
下
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
新

規
に
事
業
を
開
始
さ
れ
た
方
な
ど
お
手
元
に

届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
市
県
民
税
申
告
相
談
の
と
き
に
償
却
資
産
の
申
告

を
し
て
い
る
と
い
う
方
で
も
、
固
定
資
産
税
の
償

却
資
産
の
申
告
と
は
別
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
し
て
い
た
だ
く
方
／
平
成
27
年
１
月

１
日
現
在
、
仙
北
市
内
で
工
場
や
商
店
、

農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
、
駐
車
場
や

ア
パ
ー
ト
を
貸
し
付
け
て
い
る
方
で
、
法

人
や
個
人
を
問
わ
ず
『
償
却
資
産
』
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
。

●
提
出
期
限
／
２
月
２
日 

月 

●
提
出
先
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ

ン
タ
ー
、
各
出
張
所

●
償
却
資
産
と
は
？
／
法
人
や
個
人
が
事
業
を

営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、機
械
、

工
具
、器
具
、備
品
な
ど
の
固
定
資
産
を
『
償

却
資
産
』
と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
く

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
農
業
用
機
械
も
含
み
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課  

固
定
資
産
税
係
（
田
沢

湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
７

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た

場
合
は
、
原
則
と
し
て
１
割
（
所
得
の

多
い
方
は
３
割
）
の
窓
口
負
担
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
加
入
す
る
こ
と
で
従
来

よ
り
窓
口
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

全
て
の
被
保
険
者
の
方
か
ら
所
得
に
応

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
、
一
定
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ

申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●後期高齢者医療制度に加入することができる障がいの程度

判定基準となる手帳 障がいの程度

身体障害者手帳

1 級、2 級、3 級

4 級の一部（音声機能・言語機能

またはそしゃく機能の 4 級、下肢

障害 4 級の 1 号・3 号・4 号）　

療育手帳 重度（Ａ）

精神障害者
保健福祉手帳

1 級、2 級

●医療費の窓口負担

後期高齢者医療制度以外の医療保険制度
後期高齢者医療制度

65 歳～ 69 歳の方 70 歳～ 74 歳の方

3割

2割
（昭和19年4月1日生

までの方は 1 割）

（所得の多い方は 3 割）

1割
（所得の多い方は 3 割）

じ
た
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。（
加
入
す
る
こ
と
で
従
来
よ
り
保

険
料
負
担
が
低
く
な
る
場
合
と
高
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／
加
入
前
の
被

保
険
者
証
等
、
印
鑑
、
障
が
い
の
程

度
が
分
か
る
も
の
（
身
体
障
害
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ
）

※
障
害
認
定
に
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
場

合
、
加
入
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
料
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

※
月
の
途
中
で
認
定
を
受
け
る

場
合
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
医
療
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
そ
れ
ぞ
れ
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
月
の
病
院
等
で
支
払
う

自
己
負
担
額
が
最
大
２
倍
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
民
課  

国
保

年
金
係
（
角
館
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
３
３
１
６

新潮社から寄贈された図書を紹介します

やっぱり、かんたん  が  おいしい！
－スーパー主婦・足立さんのお役立
ちレシピ－ [著] 足立洋子 / 清張映画
にかけた男たち -『張込み』から『砂
の器』へ -[著] 西村雄一郎 / 夜の木
の下で [著] 湯本香樹実 / 太陽・惑星
[著] 上田岳弘 / 菊之助の礼儀 [著] 長
谷部浩 / 長期投資家の「先を読む」
発想法 -10 年後に上がる株をどう選ぶのか -[著] 澤上篤人
/STAP 細胞に群がった悪いヤツら [著] 小畑峰太郎 / パリ生
まれ  プップおばさんの料理帖 [著] オプティ美保、高崎順
子 / 図書館奇譚 [著] 村上春樹 [イラスト] カット・メンシッ
ク / 逢魔 [著] 唯川恵 / あらもの図鑑 [編] 松野弘 / ビッグデー
タの罠 [著] 岡嶋裕史 / 山本周五郎長篇小説全集  第二十三
巻  寝ぼけ署長 [著] 山本周五郎 / 山崎豊子全集〔第二期〕
第 3 巻  運命の人（三）[著] 山崎豊子 / 努力とは馬鹿に恵
えた夢である [著] 立川談志 / ジュンのための 6 つの小曲 [著]
古谷田奈月 / 明日はわが身  若年性認知症の夫と生きる [著]
南田佐智恵 / 直観を信じる力 - 人生のレールは自分で描こ
う -[著] 岩瀬大輔
　　●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
　　　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書　
1 月はちょっとユニークな本をご紹介します。

美しい人体図鑑 [編] コリン・
ソルター / 似ていることば [著]
おかべたかし・やまでたかし
/ 教誨師 [著] 堀川惠子 / たま
ご大事典 [著] 高木伸一 / 甲子
園 100 の言葉 [著] 吉本誠 / 生
誕 120 周年江戸川乱歩の迷宮
世界 [発] 洋泉社 / 山のことば
辞典 [著] 豊田和弘 / もうひとつの「永遠の 0」[著] 方喰正
彰 / 最後のプレイボール [監] 岩崎夏海 / 認知の母にキッス
され [著] ねじめ正一 / 人を育てる箱根駅伝の名言 [著] 生
島淳 / 跳びはねる思考 [著] 東田直樹 /「吉田調書」を読み
解く　朝日誤報事件と現場の真実 [著] 門田隆将 / 不妊ス
トレスにさようなら[著]バーバラ・ブリッツアー/日本サッ
カーの未来地図 [著] 宮本恒靖 / 東北近代文学事典 [編] 日
本近代文学会東北支部

『新潮選書』特集
　本格的な冬を迎え、家の中で過ごす時間が多くなるこの
季節に新潮社の叢書『新潮選書』を特集します。『新潮選書』
は 1967 年 5 月に創刊されて以来、現在にいたるまで毎月
およそ、2 ～ 3 冊ずつ刊行され続けています。そのカテゴ
リは、人間を見つめる、歴史と文明をよく知る、科学の眼
をひらく、健康と医療を考える、異文化に親しむ、思想や
宗教をじっくり学ぶ、文学や芸術を愉しむ、生活を楽しむ、
現代社会の問題をあぶりだす、人生を考える、というよう
に多岐にわたっていて、ゆっくり本を読み、じっくり考え
たいあなたにはぴったりです。この機会にぜひ読書本来の
喜びを味わってください。

1 月テーマ展示のお知らせ

男性・メンズ・男子・おとこのコーナー
趣味・メカ・オシャレ・時代小説・社会情勢など、読みた
くなるオトコの本をご紹介します。

「おはなし玉手箱」みんなできてね！
《日時》　１月１７日 土 　１０：００～

　　  こまっちゃんの紙芝居と手品
　　  たのしい冬のおはなしと歌
　　  手話をおぼえてごあいさつ

図書館
情報局
LIBRARY

学習資料館
☎ 43-3333

イベント交流館（新潮社記念文学館）☎ 43-3333　1月休館日・1日 木 ～4日 日 年始 、5日 月 、19日 月 、26日 月

1月休館日
1日 木 ～ 4日 日 年始 、5日 月 、12日 月・祝 、13日 火・振替 、19日 月 、26日 月

1月休館日
1日 木 ～ 4日 日 年始 、5日 月 、12日 月・祝 、13日 火・振替 、19日 月 、26日 月 、31日 土・月末

田沢湖図書館  ☎ 43-1307

ポプラ社

入
場
無
料
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平成25年度

繰出金

貸付金

投資及び出資金

積立金

公債費

災害復旧事業費

普通建設事業費

補助費等

扶助費

維持補修費

物件費

人件費

決算額

決
算
状
況   

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金
が
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成

25
年
度
一
般
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

仙
北
市
財
政
課　

（
43
）
１
１
１
３

一般会計歳出総額

191億4,084万円

人件費

市職員の給料や議員報酬などのお金

物件費

消耗品の購入や委託料
など消費的性質のお金

36 億 1,146 万 3 千円（18.9％）

維持補修費

道路や公共施設の維
持管理のためのお金

4 億 1,632 万 5 千円
（2.2％）

扶助費
24 億 1,259 万 8千円

（12.6％）

補助費等

各種団体に対する助成や
一部事務組合へ負担するなどのお金

普通建設事業費

道路や公共施設の
建設や改修のお金

21 億 4,727 万 1 千円
（11.2％）

積立金
災害救助など特定の目的に積み立てたお金

20 億 4,406 万円
（10.7％）

投資及び出資金
公社などの団体へ出資などしたお金

1 億 3,135 万3 千円（0.7％）

貸付金

福祉の増進のために市民に貸したお金
3 億 5,040 万円（1.8％）

災害復旧事業費
災害で受けた被害の復旧に関するお金

2 億 2,004 万 7 千円（1.1％）

公債費

事業を行うため市が借り
入れたお金の返済金

28 億 1,472 万 7 千円
（14.7％）

繰出金

国民健康保険や
下水道事業など
他の会計に繰り
出したお金

26 億 1,584 万5 千円（13.7％）

子どもやお年寄り、体
の不自由な人などを
支援するためのお金

2 億 3,490 万 2 千円（1.2％）

21億 4,184 万 9千円
（11.2％）

目的別
一般会計歳出総額

191億4,084万円

①
②

③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

議会費         1 億 9,164 万円    （1.0％）

総務費 22 億 7,897 万 5 千円 （11.9％）

民生費 47 億 1,050 万 2 千円 （24.6％）

衛生費 24 億 3,342 万 9 千円 （12.7％）

①

②

③

④

労働費       1 億 2,926 万円    （0.7％）

農林水産業費 12 億 2,361万 3 千円 （6.4％）

商工費 7 億 3,596 万 7 千円    （3.8％）

土木費      19 億 1,654 万円 （10.0％）

消防費 8 億 7,316 万 8 千円    （4.6％）

教育費    16 億 853 万 7 千円    （8.4％）

災害復旧費 2 億 2,448 万 2 千円    （1.2％）

公債費 28 億 1,472 万 7 千円 （14.7％）

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

一般会計歳入総額

197億2,737万4千円

市税
26 億 7,953 万 6 千円

（13.6％）

分担金及び負担金
1 億 1,599 万 5 千円（0.6％）

使用料及び手数料
2 億 8,414 万円（1.4％）

財産収入
5,432 万 3 千円（0.3％）

寄附金
1,294 万 9 千円（0.1％）

繰入金

繰越金
2 億 1,391 万円（1.1％）

1 億 9,975 万 7 千円（1.0％）

諸収入
9 億 1,673 万 4 千円（4.7％）

地方消費税交付金
2 億 7,272 万 8 千円（1.4％）

地方交付税
98 億 3,607 万 8 千円（49.9％）

国庫支出金
18 億 563 万 2 千円

（9.2％）

県支出金
11 億 4,459 万 8 千円

（5.8％）

市債
18 億 9,770 万円

（9.6％）

その他

2 億 9,329 万 4 千円（1.3％）

仙北市の財政指標（平成25年度普通会計決算統計より）

基金現在高
財源不足への備えや、地域振興などの特定目的に活
用するための積立金の現在高

40 億 3,582 万 7 千円

地方債現在高
道路、河川、学校などの施設整備のために借り入れ
た地方債（長期借入金）の現在高

223 億 2,509 万 3 千円

財政力指数
「標準的な行政を行うために必要な財源に対する市

税などの自主財源の割合」の過去3か年の平均値。
「1」に近いほど財源に余裕があり、地方交付税や補

助金等への依存度が高いほど低い数値になります。
仙北市は市税の割合が歳入の13.6％で、県内の多
くの市町村と同様、地方交付税への依存度（49.9％）
が高くなっています。

0.246

経常収支比率
市税や地方交付税など（一般財源）を人件費や扶助
費、公債費など（経常的経費）にどのくらい割り当
てられているかを表す指標。この比率が高いほど、
財政は硬直化していることになります。
仙北市は昨年度（91.0％）と比較し 2.9％改善して
います。

88.1 %

実質公債費比率
標準的な行政サービスを行うための財政規模（標準
財政規模）に対する市の借金返済金（公債費※地方
債の元利償還金、下水道や病院等の元利償還金に対
する負担金、繰出金等も含む）の割合。この比率が
高いほど、財政の硬直性が高く、18％未満が望ま
しいとされ、25％を超える団体は地方債の一部が
制限されます。
仙北市は昨年度（16.5％）と比較して1.5％改善して
います。

15.0 %

議会費
市議会の運営のためのお金

6,633 円

総務費
庁舎の管理や広報、戸籍、選挙
などに関するお金

78,882 円

民生費
子どもやお年寄り、体の不自由
な人などの福祉のためのお金

163,044 円

衛生費
ごみ処理や市民の健康のための
お金

84,228 円

労働費
働く機会を確保したり労働環境
の改善のためのお金

4,474 円

農林水産業費
農林水産業の振興と育成のため
のお金

42,353 円

商工費
観光や商工業の振興のためのお金

25,474 円

土木費
道路や公園の整備などのまちづ
くりのためのお金

66,337 円

消防費
火災・自然災害などの防災活動
のためのお金

30,223 円

教育費
学校などの整備や教育振興のた
めのお金

55,676 円

災害復旧費
災害で受けた被害の復旧に関す
るお金

7,770 円

公債費
事業を行うため市が借り入れた
お金の返済金

97,425 円

平成 25 年度歳出決算額 191 億 4,084 万円を
人口一人当たりで見ると…

住民基本台帳人口
28,891 人

（平成26年3月31日現在）

市税 市民税や固定資産税、入湯税など

分担金及び負担金 保育料など

使用料及び手数料 施設使用料や戸籍等の証
明書交付手数料など

財産収入 貯金利子や市所有物の売却収入など

寄附金 寄附でいただいたお金

繰入金 他の会計から繰り入れしたお金

繰越金 前年度残ったお金

諸収入 貸付金の元利収入など

地方消費税交付金 消費税から一定の基準で地方に
交付されたお金

地方交付税 地域間の財政力格差を調整するために国
から交付されるお金

国庫支出金 特定の事業に対し、国から交付される補
助金など

県支出金 特定の事業に対し、県から交付される補助
金など

市債 大きな事業を行うために借り入れたお金

その他 地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株
式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

自
主
財
源
自
ら
の
権
限
で
確
保
で
き
る
収
入

　

… 

依
存
財
源
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
収
入

　

… 

性質別
歳出

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
１
９
７
億
２
７
３
７
万
４
千
円
、
歳
出
総
額

１
９
１
億
４
０
８
４
万
円
、
歳
入
歳
出
の
差
引
が

５
億
８
６
５
３
万
４
千
円
で
す
。
こ
れ
か
ら
次
年
度
に

繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
１
億
４
８
７
２
万
円
を
差
し

引
き
、４
億
３
７
８
１
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
収
支
額
は

　

４
億
３
７
８
１
万
４
千
円
の
黒
字

平成25年度決算状況

44 億

自主財源（
22.8％

）

依 存財源（77.2％）
152 億 5,003 万円

7,734 万4
千

円

歳入
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仙北市子育て支援施設『さくラッコ』

子育てサークル『手をつなごう』主催

『こどもこそミライ』自主上映会

　市内５か所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9：00～ 17：00。手紙・

FAX 等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のあ

る方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃ

んなど、どなたでも参加できます。　

　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へ

ご連絡ください。※持ち物等は各保育園にご確認ください。

1月の 子育て支援センター情報

1月  子どもカレンダー
乳幼児健診

日 健診名 対象者

 8日 木 4 か月児 H26 年 8 月生

15日 木 10 か月児 H26 年 2 月生

22日 木 1 歳 6 か月児 H25 年 6 月生

23日 金 2 歳児歯科 H24 年 6 月生

29日 木 3 歳児 H23 年 6 月生

乳児食育教室『もぐもぐランド』

日 相談名 対象者

28日 水 7 か月児 H26 年 6 月生

母子健康手帳交付

日 受付時間

 6日 火・13日 火

19日 月・27日 火
13:00 ～ 13:30

開放日 時間

 5日 月・13日 火

19日 月・26日 月
9:30 ～ 11:30

1 歳 3 か月児健康相談

日 相談名 対象者

28日 水 1 歳 3 か月児 H25 年 10 月生

☎43-1025　FAX43-3256　時間9：30～11：30

14 日水／凧を作って遊びましょう！

21 日水／１月生まれのお誕生会

　　　　　雪遊びを楽しみましょう

28 日水／鬼の面を作って遊びましょう　身体測定

だしっこルーム（生保内保育園内）

★わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

22日 木  10：30 ～ 11：30

「雪遊びを楽しもう！」
寒い冬・・・でも子ども達はお外大好き！みんなで雪

を満喫しましょう。
※さくラッコにお集まりください。

※雪遊びができる防寒着、帽子、手袋、着替えなどご準備く

ださい。

※悪天候の場合はさくラッコ室内で遊びます。

※通常の広場も開放しています。

◎うきうき広場、わくわく広場のいずれも、広報 12 月

１日号に掲載された日にちとは変更になっています。

【2月の予定】

★うきうき広場　4 日水　バレンタインパーティー

　　　　　　　　　　　　～フリートーク～

★わくわく広場　19 日木　雛っこ餅作りに挑戦

詳細は来月 1 日発行の広報 2 月号に掲載されます。こ

ちらもお楽しみに！

　

【問合せ】

子育てサポート「はっぴい・マム」
（角館町岩瀬町29）

☎ 080-1663-4494
Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
　イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、さくラッコ隣（4 台）、または情報セ

ンターをご利用ください。

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるマ

マ、引っ越してきたばかりで知

らないことばかり…と不安なマ

マ。もちろん、パパやおじいちゃ

ん、おばあちゃんもどうぞ一緒

に遊びに来てくださいね。

　子どもが大好きなサポーター

が、おもちゃを準備してお待ち

しています！

【1月の開放日】（毎週水・木・土曜日 10：00 ～ 15：00）

★はっぴいルーム
　水曜日 　7 日・14 日・21 日・28 日

　木曜日 　8 日・15 日・22 日・29 日

　土曜日  10 日・17 日・24 日・31 日
※ 1 月 3 日まで、年始のお休みとさせて頂きます。

【1月のイベント】

★うきうき広場（ミニイベント＆お誕生会）

14日 水  10：30 ～ 11：30

「感染症予防講座」
風邪、インフルエンザなどの感染症の流行する季節。

保健師さんに正しい手洗いの仕方など、家庭でできる

予防の仕方を教えて頂きます。

１月生まれのお友達のお祝いもしましょう！

　子どもたちの園での日常を追って、新しい保育のかたち

を問う、感動の子どもドキュメンタリー映画の自主上映会

を開催します。ぜひご来場ください。

映画名称　こどもこそミライ　
　　　　　ーまだ見ぬ保育の世界ー

日時 　1月18日日

  　　　1 回目 10:30 開演　　2 回目 13:30 開演

会場   　大曲市民会館（小ホール）

入場料　前売り 500 円　当日 800 円（高校生以下無料）

主催   　手をつなごう「こどもこそミライ」上映プロジェクト

問合せ　手をつなごう 代表 田口名緒

　　　　 ☎ 090-4319-5625（10:00 ～ 16:00）

13 日火／雪であそぼ！　身体計測

※防寒具の準備と汚れた場合の着替えの準備をお願

いします。お家の方の防寒具の準備もお願いします。

20 日火／くるくる絵本をつくろ！ Part Ⅱ

27 日火／鬼のお面をつくってあそぼ！

わかばルーム（神代保育園内）

☎44-2502　FAX44-2931　時間9：30～11：30

14 日水／身体を使って遊ぼう

28 日水／鬼のお面をつくろう

いちごルーム（角館保育園内）

☎53-2918　FAX53-2919　時間10：00～11：30

15 日木／保護者学習会（10:00 ～）

※講演会：講師『若松 亜紀 氏』

★月～金曜日　9 時 30 分～ 11 時 30 分

随時、園を開放しています。お子さんと同年齢のク

ラスの子どもたちと、一緒に遊ぶことも可能です。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

☎48-2345　FAX48-2525

15 日木／健康チェック　保育園で遊ぼう

22 日木／体を動かして遊ぼう

29 日木／雪遊びをしよう

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

☎47-2525　FAX47-2323　時間9：30～11：30

会場　  健康管理センター（角館）

問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

おやこ交流広場

子ども同士のふれあいやお母さん方の

交流のため、健康管理センターのホー

ルを開放します。お子さんを自由に遊

ばせる広場としてお使いください。

子育てインフォメーション子育てインフォメーション
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

B
ulletin board

え
が
お
サ
ロ
ン

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ

と
一
息

　

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
ん
で

語
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
、
の
ん
び
り

と
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
隣
近

所
誘
っ
て
、
時
間
内
の
都
合
の

よ
い
時
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

◆
日
時
／
１
月
７
日 

水 

、
２
月

４
日 

水 

13
時
～
16
時

◆
内
容
／
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
体
を

動
か
す
。笑
い
ヨ
ガ
。血
圧
測
定
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
る
時
間

※
１
月
７
日
14
時
30
分
か
ら
『
介
護
保

険
の
利
用
の
し
か
た
』
の
話
が
あ
り

ま
す
。

◆
費
用
／
１
０
０
円
／
回

◆
場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
交

流
プ
ラ
ザ
（
田
沢
湖
）

◆
主
催
／
え
く
ぼ
の
会
（
代
表
小

松
龍
子
）

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成
人

保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

え
く
ぼ
の
会

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と

安
心
す
る

　

心
に
溜
ま
っ
た
こ
と
や
、
気
に

な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。『
え
く
ぼ
の
会
』

会
員
が
お
話
を
聴
き
、
ゆ
っ
く
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
相
談

あ
な
た
の
話
を
聴
い
て

く
れ
る
人
が
い
る

　

「
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ

な
い
」
や
、
ひ
き
こ
も
り
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
あ
な
た
の
こ
と
、

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
臨
床
心
理

士
に
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ

か
の
人
を
気
に
し
な
い
で
相
談
で

き
る
部
屋
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
・
日
時
／

◎
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　

１
月
28
日 

水 

◎
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
小
部
屋
（
角

館
）
１
月
13
日 

火
・
21
日 

水

◎
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
相
談
室

（
田
沢
湖
）
１
月
６
日 

火 

、
２

月
３
日 

火

◆
ス
タ
ッ
フ
／
臨
床
心
理
士

◆
相
談
方
法
／
面
談
（
要
予
約
）

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健

課
成
人
保
健
係

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

正
月
太
り
、
冬
場
の

運
動
不
足
解
消
！

『
メ
タ
ボ
予
防
教
室
』
を

開
催
し
ま
す

　

「
や
っ
ぱ
り
正
月
で
体
重
が
増

え
て
し
ま
っ
た
」「
運
動
し
た
い
け

ど
雪
が
あ
る
し
…
」
と
思
っ
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
気
に
な
っ

た
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
途
中
参

加
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
！
自
分
に
合
っ
た
運

動
方
法
や
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
一

緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

◆
対
象
／
①
と
②
に
該
当
す
る
方

①
40
歳
か
ら
70
歳

②
特
定
健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
の
方
、
ま
た

は
年
々
体
重
が
増
え
て
い
る
方

※
治
療
中
の
方
は
医
師
に
ご
相
談
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
角
館
）、
西
木
保
健
セ
ン
タ
ー
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
）

◆
内
容
／
勉
強
会
、
講
演
会
、
栄

養
教
室
、
運
動
教
室
等

◆
日
時
／

　

▼
田
沢
湖:

初
回
勉
強
会  

１
月

21
日 

水 

午
後

　

▼
角
館:

運
動
に
つ
い
て
の
講

話
と
実
践  

１
月
６
日 

火 

午
後  

▼
西
木:

運
動
に
つ
い
て
の
講

話
と
実
践  

１
月
８
日 

木 

午
後

◆
料
金
／
無
料

◆
申
込
／
資
料
の
準
備
の
関
係

で
、
前
々
日
ま
で
に
保
健
課
へ

笑
い
の
会

笑
い
ヨ
ガ
で
仲
間
と
の
交
流

プ
ラ
ス
健
康
度
ア
ッ
プ
！

　

笑
い
は
、
手
軽
に
で
き
る
呼
吸

法
で
、
お
な
か
や
胸
の
筋
肉
を
動

か
し
て
酸
素
を
体
内
に
取
り
込
む

こ
と
で
、
血
行
促
進
や
免
疫
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
笑

い
の
会
』
に
参
加
し
て
笑
い
の
効

果
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。
申
し
込

み
は
い
り
ま
せ
ん
。

◆
日
程
／

　

１
月
16
日 

金
《
講
師
》
笑
い
ヨ

ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー 

伊
藤
晴
美 

先
生

　

２
月
20
日 

金
《
講
師
》
保
健
師

◆
内
容
／
笑
い
ヨ
ガ
・
ゲ
ー
ム
・

軽
体
操
・
健
康
講
話
な
ど

◆
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
角
館
）

◆
受
付
／
９
時
40
分
～
10
時

　

終
了
時
間
（
予
定
）
11
時
30
分

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成
人

保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
21
日 

水

　

10
時
～
14
時

◆
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
相

談
室

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成
人

保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

12
月
１
日
『
Ｗ
Ｈ
Ｏ
い
の
ち

の
日
』『
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

心
の
健
康
と
自
殺
予
防
、

エ
イ
ズ
予
防
を
呼
び
か

け
る

　

12
月
1
日
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
構
）
で
定
め
た
『
い
の
ち
の
日
』

『
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
』
で
す
。
仙
北

市
で
は
12
月
１
日
に
タ
カ
ヤ
ナ
ギ

ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店
の
協
力
を
得

て
、
店
頭
で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

え
く
ぼ
の
会
会
員
と
市
職
員
が
、

チ
ラ
シ
や
「
お
父
さ
ん
、
眠
れ
て

る
？
」
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、「
エ

イ
ズ
検
査
は
、
無
料
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
」
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
配
布
し
、
心
の
健
康
と
自

殺
予
防
、
エ
イ
ズ
予
防
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
担
当

よ
り
、
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健

課
成
人
保
健
係

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

 1 日　太田歯科診療所（大仙市太田町）☎ 0187-88-1400

 2 日　富永歯科医院（美郷町六郷）☎ 0187-84-0123

 3 日　佐藤歯科医院（角館町下岩瀬町）☎ 53-2944

 4 日　みちのく政宗デンタルクリニック（大仙市福田町）☎ 0187-63-7803

11 日　こまい歯科医院（大仙市大曲）☎ 0187-62-4189

18 日　高橋歯科医院（大仙市神宮寺）☎ 0187-72-3211

25 日　小坂歯科医院（大仙市刈和野）☎ 0187-75-1015

大曲仙北歯科医師会　１月の休日歯科診療当番医

問合せ  仙北市健康管理センター  ☎　55-1112

明けましておめでとうございます。

今年度の大腸がん検診も、残り 10 日間と

なりました。健康維持のため、検診は毎年

受けましょう！

また、検診の結果が陽性なら、必ず精密検

査を受けてください。

◆１月～３月の大腸がん検診日程（大腸がん検診のみ）

日程 受付時間 会場

1月

7日 水 10：00～13：00 田沢湖総合開発センター

18日 日  9：30～12：00 健康管理センター（角館）

21日 水 10：00～13：00 西木総合開発センター

2月

4日 水 10：00～13：00 神代就業改善センター

18日 水 10：00～13：00 田沢湖総合開発センター

22日 日  9：30～12：00 健康管理センター（角館）

25日 水 10：00～13：00 西木総合開発センター

3月

4日 水 10：00～13：00 田沢湖総合開発センター

8日 日  9：30～12：00 健康管理センター（角館）

9日 月 10：00～13：00 健康管理センター（角館）

大腸がん撲滅キャンペーン
（これからの大腸がん検診）

※受診の際は、２日分の便と健康保険証を必

ず持参ください。

※比較試験にご参加の方

は、『健康状態に関す

るアンケート」もお願

いします。

５年に一度だけのチャンス！

『無料クーポン対象者』の皆さん

お待ちしています

　

現
在
、
市
立
角
館
総
合
病
院
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
を
12
月
10
日
よ

り
制
限
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
患
者
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
し
、
重
症
化
す
る
と
脳
炎
や
脳
症
等

の
重
篤
な
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
他
の
患
者
さ
ん
等
へ
の
感
染
が
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
入
院

患
者
さ
ん
へ
の
面
会
は
禁
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
段
の
理
由
（
入
院
患
者
さ

ん
へ
の
日
用
品
を
お
届
け
す
る
場
合
等
）

で
面
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
病
棟
ナ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
院
い
た
だ
く
際
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
と
手
洗
い
の
遵
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 帰宅後の『うがい』『手洗い』

をしっかり行いましょう。

● ワクチン接種をしましょう。

● 急な発熱や咳、喉の痛み等、イ

ンフルエンザと思ったら、早め

に医療機関を受診しましょう。

● マスクを使用する等、咳エチ

ケットに心がけ、インフルエ

ンザにかからない、うつさな

いようにしましょう。

市
立
角
館
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
伴
う
病
棟
面
会
制
限
の
お
願
い

インフルエンザ予防の
注意事項

　

入
院
患
者
さ
ん
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
か
ら
守
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
面
会
制
限
の
期
間
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
病
院

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
症
状
の
あ
る
方
は

　
面
会
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
現
在
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
治
療
中
の
方

●
発
熱
、
咳
、
く
し
ゃ
み
、
喉
の
痛
み
、

関
節
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

●
同
居
家
族
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
治
療

中
の
方

◆
問
合
せ
／
市
立
角
館
総
合
病
院

　

☎
（
54
）
２
１
１
１
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新
し
く
何
か
を
学
び
た
い
、
趣
味
や
特
技
を

持
ち
た
い
な
ど
と
思
っ
て
も
教
え
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？ 

仙
北
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
に

は
、
市
内
に
住
む
様
々
な
分
野
の
講
師
の
方
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
の
方

を
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の

講
師
の
方
が
い
ま
し
た
ら
生
涯
学
習
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

　

市
民
の
学
習
活
動
を
奨
励
し
、
生
涯
学
習
の

推
進
・
充
実
を
図
る
た
め
、
15
人
の
生
涯
学
習

奨
励
員
が
い
ま
す
。

　

奨
励
員
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
で

公
民
館
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
、
活
躍

し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
事
を
し
て
み
た
い
」「
体

験
し
て
み
た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
奨
励
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。《
敬
称
略
》

《
奨
励
員
会
長
》
渡
辺 

勇
悦
（
角
館
）

《
奨
励
員
副
会
長
》
坂
本 

邦
子
（
田
沢
湖
）・
門

脇 

ト
キ
ヨ
（
西
木
）

《
奨
励
員
》石
橋 

政
文（
田

沢
湖
）・
大
石 

光
子
（
田

沢
湖
）・
千
田 

ミ
ワ
（
田

沢
湖
）・
千
葉 

薫
（
田
沢

湖
）・
赤
川 

和
子
（
角
館
）・

酒
井 

泉
（
角
館
）・
館
花 

久
子（
角
館
）・
新
山 

仁（
角

館
）・
新
山 

正
雄
（
西
木
）・

橋
本 

敦
子
（
西
木
）・
畠

澤 

み
つ
子
（
西
木
）・
村

上 

新
子
（
西
木
）

芸術（美術・工芸・舞踊・茶道など）
氏名 キーワード
橋本 敦子 短歌、俳句

東海林 勇一 短歌の指導

荒川 久枝 茶道（裏千家）

鈴木 敏子 茶道（玉川遠州流）、華道
（龍生派）

坂本 邦子 ブローチ、小物入れ等

赤川 和子 押し花

小原 博子 茶道（基礎知識～実技）

草彅 良子 俳画教室

大牧 徳二郎 俳句の学習会

高橋 覚 写真（撮影方法等）

鈴木 一枝 絵手紙、消しゴムはんこ

西島 智子 紙ひもクラフト、ポーセ
ラーツ（白磁の絵付け）

畠澤 みつ子 日本舞踊、新舞踊

秩父 フミ 書の指導（小学生～一般）

仙
北
市
生
涯
学
習

人
材
バ
ン
ク
講
師
紹
介

仙
北
市
生
涯
学
習
奨
励
員
を

紹
介
し
ま
す

生
涯
学
習

生涯学習課　 ☎ 43-3383
田沢湖公民館 ☎ 43-1061
角館公民館　 ☎ 54-1110
西木公民館　 ☎ 47-3100

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

　

次
の
公
民
館
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
情
報

どのような作品に仕上がるのか楽しみです。

衣
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

【
西
木
公
民
館
】

　

12
月
13
日
か
ら
衣
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
が

始
ま
り
ま
し
た
。
募
集
人
員
12
人
は
あ
っ
と
言

う
間
に
定
員
に
な
り
、
参
加
で
き
た
皆
さ
ん
は

張
り
切
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
説
明
に
う
な
ず
き
な
が
ら
、
持
参
し

た
着
物
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
作
業
の
開
始
で
す
。

　

ほ
ど
い
た
着
物
か
ら
ズ
ボ
ン
や
チ
ュ
ニ
ッ

ク
、
ベ
ス
ト
な
ど
、
着
こ
な
し
や
す
い
服
と
端

切
れ
か
ら
は
バ
ッ
グ
な
ど
も
で
き
る
予
定
で
す
。

　

雪
に
埋
も
れ
て
外
仕
事
の
で
き
な
い
冬
場
の

ひ
と
と
き
。
春
ま
で
に
は
、
数
々
の
素
敵
な
作

品
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
「
手
縫
い
」
や

「
ミ
シ
ン
掛
け
」
な
ど
で
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
の
か
ご
作
り

　

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
は
、

こ
よ
り
ひ
も
を
貼
り

合
わ
せ
た
梱
包
用
テ
ー

プ
の
こ
と
で
、
ク

ラ
フ
ト
テ
ー
プ
、

紙
バ
ン
ド
、

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー

プ
と
言
っ
た
呼
び
方
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
習
は
、
み
ん
な
で
テ
キ
ス
ト
や
現

物
を
見
な
が
ら
研
究
し
、
作
り
上
げ
て
い
く
の

が
目
標
で
す
。
レ
ッ
ス
ン
は
３
回
で
す
。
初
心

者
も
ベ
テ
ラ
ン
も
一
緒
に
な
っ
て
教
え
合
い
な

が
ら
、
基
本
の
バ
ッ
グ
を
始
め
、
小
物
入
れ
、

ラ
ン
ド
リ
ー
か
ご
、
蓋
付
き
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
、

ど
ん
ど
ん
技
術
を
上
げ
て
素
敵
な
逸
品
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

《
日
時
》
１
月
26
日 

月 

～
28
日 

水  

10
時
～
12
時

《
会
場
》
西
木
公
民
館
『
小
会
議
室
』

《
材
料
費
》
５
０
０
～
１
５
０
０
円

※
作
る
物
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

《
募
集
人
員
》
８
人

《
持
ち
物
》
ハ
サ
ミ
、
定
規
、
メ
ジ
ャ
ー
、
洗

濯
ば
さ
み
10
個
程
度

《
申
込
み
》
１
月
６
日 

火 

～

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
紹
介

お
知
ら
せ

おはなし会『うさぎのみみ』
　仙北市総合情報センター・学習資料

館では、月に 1 度、おはなしボランティ

ア『うさぎのみみ』の皆さんによるお

はなし会を開催しています。お子様と

一緒にぜひお越しください。

【日時】1 月 10 日 土 10:00～11:00

【場所】仙北市総合情報センター・学習

資料館　おはなしコーナー

【内容】 ▼ エプロンシアター「3 びき

のやぎのガラガラドン」 ▼かみしば

い「かさじぞう」 ▼「むかしばなし」

を準備して待ってます♪ ▼さいごに

「妖怪ウォッチ」な

どのぬりえで遊び

ましょう♪

【問合せ】学習資料館

☎ 43-3333

第１０回仙北市民スキー大会
【開催日】2 月 11 日 水・祝 

【競技種目】 ▼アルペン大回転（男女別）

▼スノーボード大回転（男女別） ▼

クロスカントリー個人競技　 ▼クロ

スカントリーリレー

【会場】 ▼ アルペン・スノーボード：

たざわ湖スキー場　 ▼クロスカント

リー競技：スポーツセンタークロス

カントリーコース

【参加資格】仙北市に在住または勤務し

ている方

【申込締切】1 月 23 日 金 16:00

【申込み】1 人 300 円、リレー 1 チー

ム 300 円。申込書に参加費を添え

て体育協会まで。用紙は勤労青少年

ホーム（体育協会）にあります。

【問合せ】仙北市体育協会事務局（勤労

青少年ホーム内）　☎ 54-3474

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

２月開催予定の
スキルアップセミナー
自由研削といしの取替え等の業務に係
わる特別教室

【期日】2 月 18 日 水 ・19 日 木

【定員】15 人

木造建築物の組立て等作業主任者技能講習
【期日】2 月 19 日 木 ・20 日 金

【定員】10 人　※ 1 月末締切

各講習共通
【時間】9:00 ～ 17:00

【場所】大曲技術専門校

【受講資格】現在お勤めしている方

【受講料】無料（テキスト代は別途）

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間

訓練支援室　☎ 0187-62-6321

ハラールフードを食べてみよう！
食から学ぶイスラム文化
　「ハラール」とは、アラビア語で「許

された」を意味しイスラム教徒が守る

べきものとされています。どんなこと

に気をつけるべきかなど、講演や県内

在住留学生を交えた座談会を通して学

びます。《要事前申込み》

【日時】1 月 24 日 土 11:00～13:00

【場所】ジョイナス（秋田県民会館）

【入場料】500 円（ハラール食の試食有）

【問合せ】（公財）秋田県国際交流協会

☎ 018-893-5499　

田沢湖スポーツセンター
小学生冬休みスキー教室

【開催日】1 月 17 日 土 ・18 日 日

【会場】たざわ湖スキー場・田沢湖スポー

ツセンター

【対象】小学 3 ～ 6 年生

【募集締切】1 月 9 日 金 

【参加料】12,000 円

【送迎】角館駅⇔田沢湖駅⇔スポーツセ

ンターのバスを準備します。

【日程】1 日目：開校式・スキー教室（4

時間）・紙風船上げ体験　2 日目：ス

キー教室（4 時間）・閉校式

【問合せ】田沢湖スポーツセンター　☎

46-2001

　総合情報センター
　おはなしコーナー
　TEL　43-3333

「３びきのやぎのガラガラドン」

１月１０日（第２土）ＡＭ10:00～
☆エプロンシアター

☆「むかしばなし」をじゅんびして

☆妖怪ウォッチの「ぬりえ」であそびましょう♪
　ともだちさそってみんなできてね♪

☆かみしばい「かさじぞう」

まっています♪

OSHIRASE NAVI相談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱

を受け、国の仕事などについての苦情

や意見・要望を受け付け、皆さんと関

係行政機関との間に立って、その解決

を図る『行政と住民のパイプ役』です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受け付けています。

【行政相談委員】
◆難波輝子　☎ 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽進　☎ 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西範子　☎ 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【1 月相談所開設日時・場所】 ▼ 7 日 

水・角館交流センター　 ▼ 14 日 水

・神代出張所　 ▼ 21 日 水・田沢湖

総合開発センター　 ▼ 28 日 水・桧

木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課　☎ 43-1111

福祉の就職フェア
【秋田会場】2 月 7 日 土 13:30～16:30

秋田拠点センターアルヴェ 2 階多目的ホール

【横手会場】2 月 14 日 土 13:30～16:30

勤労者総合福祉センター・サンサン横手

【参加対象】（1）求職者、福祉の仕事

に関心のある方　（2）職員採用を予

定する求人事業所

【内容】求人事業所との個別面談コー

ナー、福祉の仕事相談など

【申込方法】（1）求職者：事前申し込

みは不要です。直接会場にお越しく

ださい。（2）求人事業所：FAX やホー

ムページでお申し込みください。《受

付期間》1 月 7 日 水 ～ 16 日 金 

【参加にあたって】（1）求職者：13 時

から 15 時まで随時受付し入退室は

自由です。筆記用具を持参ください。

（2）求人事業所：詳しくは下記へ問

合せください。

【問合せ】秋田県社会福祉協議会  地域

福祉部福祉保健人材・研修担当　☎

018-864-2880

相
談
相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI
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一般財団法人角館感恩講
助成金交付事業のお知らせ
　地域社会の健全な発展と地域福祉の向

上に寄与するため、地域福祉、地域貢献、

当事者福祉等を目的とした事業を行う団

体に対し、助成事業を行います。

【助成対象】①地域の社会福祉向上また

は社会貢献を目的とした事業を行う非

営利の法人（社会福祉法人、公益法人、

NPO 法人等）　②当事者福祉団体

　③公益任意団体（NPO、ボランティ

ア団体等）

【申込期間】1 月 6 日 火 ～ 23 日 金

　応募要項が必要です。申込方法など

詳しくは下記までお問い合わせくだ

さい。

【問合せ】一般財団法人角館感恩講  

　河原田　☎ 42-8215

スギッチ　リサイクル文庫
不要な絵本をお譲りください
　読み終わった絵本やご家庭で眠ってい

る絵本をお譲りください。寄贈された絵

本は希望する幼稚園・保育所等に配布、

再活用します。

【募集する本】乳幼児向け・小学校低学

年向けの絵本（痛みが少なく再利用

に十分耐えられるもの）

【受付窓口】県立・市町村立図書館へご

持参ください。

【受付期間】通年

【問合せ】秋田県企画振興部 総合政策課

☎ 018-862-5200

税務署から
個人事業者の平成２６年分消費
税確定申告に関するお知らせ
　平成 26 年 4 月 1 日から消費税（地

方消費税含む）の税率は 8％です。平成

26 年分（平成 26 年 4 月 1 日を含む

課税期間）の消費税および地方消費税の

確定申告書を作成するためには、帳簿等

で、課税取引を適用税率ごとに区分して

集計する必要があります。

【注意してください】 ▼ 課税取引に対

する適用税率は、①平成 26 年 3 月

31 日以前は 5％、②平成 26 年 4

月 1 日以降は 8％ですが、平成 26

年 4 月 1 日以後に行われる取引で

あっても、経過措置により 5％が適

用される場合があります。 ▼帳簿等

では、非課税取引等についても区分

する必要があります。 ▼簡易課税制

度が適用される事業者は、課税売上

高のみから納付する消費税額を計算

できますので、課税仕入れ（仕入・

必要経費等）について適用税率ごと

に区分する必要はありません。

【消費税法の改正内容】国税庁ホーム

ページ（www.nta.go.jp）をご覧く

ださい。

屋根の雪下ろしに
気をつけましょう！
　雪による事故被害の原因でもっとも

多いのは、自宅など建物の屋根の雪下

ろし中の事故で、全体の 6 割を占めて

います！特に高齢者の方が事故に遭う

ケースが多くなっています。次のポイ

ントに注意して、雪下ろし作業は安全

に行いましょう。

『雪下ろしの５つの用心』
◎雪下ろしをする時は、ヘルメットと

命綱をつけましょう！

◎はしごはしっかり固定しましょう！

◎雪止めより先での作業はやめましょう！

◎休憩をとり、水分補給をしましょう！

◎作業は複数で行うようにしましょう！

　雪下ろし講習等の受講を希望されて

いる方は、お気軽に角館消防署までお

電話ください。

【問合せ】 ▼仙北市総合防災課  ☎ 43-

1115　 ▼角館消防署  ☎ 54-2302

歩行型除雪機による事故を防ごう
　毎年、雪のシーズンになると除雪機

による事故が多発しています。除雪機

を使う際には、使用者の責任で、正しく、

安全に作業を行ってください。

◎安全装置が正しく作動しない状態で

は絶対に使用しない。

◎除雪機を使用する場合は、周囲に人

がいないことを確認し、人を絶対近

づけさせない。また、不意に人が近

づいた場合には除雪機を直ちに停止

できるような状態で除雪を行う。

◎投雪口に詰まった雪を取り除く際には

必ずエンジンを停止し、オーガやブロ

アの回転が停止したことを確認してか

ら雪かき棒を使用して雪を取り除く。

◎除雪機を使用する際、特に後進時は

足元や周囲の障害物に注意を払い、

無理のない速度で使用する。

【問合せ】一般社団法人日本農業機械

工業会 / 除雪機安全協議会  ☎ 03-

3433-0415
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審査支払手数料
1,872 万 4 千円
0.1%

地域支援事業費
3 億 703 万 7 千円
2.0%

施設介護サービス給付費
　50 億 6,196 万 4 千円
　　　　32.3%

特定入所者介護サービス費
7 億 7,907 万 6 千円
5.0%

居宅介護サービス給付費
61 億 6,118 万 3 千円
39.4%

住宅改修・
福祉用具購入費
5,784 万 1 千円
0.4%

居宅介護サービス
計画給付費
7 億 1,749 万 5 千円
4.6%

地域密着型介護
サービス給付費
22 億 2,063 万 4 千円
14.2%

高額介護サービス費等
3 億 3,096 万 1 千円
2.1%

施設介護サービス給付費…特別養護老人ホーム等の施設サービス利用に係る費用
特定入所者介護サービス費…施設介護サービス等利用時の食費・居住費への助成費用
居宅介護サービス給付費…ホームヘルプ・デイ・ショートステイサービス等の利用に係る費用
住宅改修・福祉用具購入費…自宅への手すりの取付け工事等や腰掛便座等を購入した際の助成費用
居宅介護サービス計画給付費…居宅介護サービス利用計画作成に係る費用　
地域密着型介護サービス給付費…自宅や住み慣れた地域で生活を継続するためのグループホーム等のサービス利用に係る費用　
高額介護サービス費…1 か月のサービス費用の自己負担分が高額になった利用者への助成費用　
審査支払手数料…介護保険サービス事業所がサービスに係る費用を請求した際の審査に係る手数料
地域支援事業費…要介護・要支援状態になるおそれのある方に対しての介護予防事業や、介護している家族に対しての支援事業等に係る費用

制作：白岩焼陶芸塾

仙北市社会福祉協議会
１月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動

として心配事相談を行っています。お

気軽にご利用ください。

【 日 時・ 場 所 】 ▼ 8 日 木、22 日 木 

13:00 ～ 16:00・社会福祉協議会

角 館 支 所　 ▼ 14 日 水 13:00 ～

16:00・神代出張所　 ▼ 19 日 月 

10:00 ～ 12:00・社会福祉協議会

西 木 支 所　 ▼ 21 日 水 13:00 ～

16:00・田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会

　☎ 52-1624

Ａターン就職面接会
　秋田県では、県外に在住し秋田県内

での就職を希望する方を対象とした「Ａ

ターン就職面接会」を開催します。当

日は、県内企業の採用担当者との個別

相談、関係職員による就職相談等を行

います。ご家族やお知り合いの方でＡ

ターン就職希望の方がいらっしゃいま

したら、ぜひお知らせください。

【日時】1 月 17 日 土 13:00 ～ 16:00 

【会場】八重洲ファーストフィナンシャ

ルビル「ベルサール八重洲」（東京都

中央区八重洲 1-3-7）

【対象】秋田県内での就職を希望する全

てのＡターン希望者

【問合せ】Ａターンプラザ秋田（東京都

千代田区）  ☎ 0120-122-255

第４４回田沢湖高原雪まつり
出店者募集！
　第 44 回田沢湖高原雪まつりでは「お

祭り屋台コーナー」の出店者を募集し

ています！自慢の味を雪まつり会場で

披露してみませんか？詳しくは下記ま

でお問い合わせください。

【出店日時】 ▼ 2 月 21 日 土 10:00 ～

21:00 ▼ 2 月 22 日 日 10:00 ～

15:00 

【申込締切】1 月 16 日 金 

【問合せ】田沢湖高原雪まつり事務局（田

沢湖観光協会内）  小松  ☎ 58-0063

秋田県育英会
学生寮入寮生募集！

【募集人員】 ▼『東京寮（男子寮）』『ビュー

リー千秋（女子寮）』各 40 人程度

【前期募集】1 月 14 日 水 ～ 30 日 金

申請時点で、当該学生寮から通学で

きる大学等に合格が決定している方。

【後期募集・在学募集】2 月 13 日 金 

～27日 金　後期募集は、申請時点で、

当該学生寮から通学できる大学等に合

格しているか、受験中（志願中）また

は結果未発表で合格の場合は入学する

方。在学募集は、当該学生寮から通学

できる大学等に在学している方。

【寮の所在地】 ▼東京寮（男子寮）…

　東京都世田谷区北沢 1 丁目 41-22

　 ▼ビューリー千秋（女子寮）…神奈

川県川崎市中原区宮内４丁目 31-5 

【問合せ】公益財団法人 秋田県育英会　

☎ 018-860-3552

自衛官募集
自衛官候補生

【受付期限】1 月 30 日 金 

【試験期日】2 月 8 日 日 

【受験資格】昭和 63 年 4 月 2 日～平

成 9 年 4 月 1 日までの間に生まれ

た男子（高卒見込含む）

【試験会場】陸上自衛隊秋田駐屯地

【問合せ】自衛隊秋田地方協力本部大仙

地域事務所　☎ 0187-63-1313

善意ありがとうございます
１１月受付分、敬称略

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
◆広岡文子（小勝田下川原）

◆茶たての清水を守る会  会長  青柳征

◆比嘉康二（生保内字武蔵野）

※上記費用のうち約 50％を介護保険料で（65 歳以上の方が約 21％、40
歳～ 64 歳の方が約 29％）、残りは税金で賄っています。

介護保険サービスの費用内訳（平成 25 年度決算額より）

費用合計：156 億 5,491 万 5 千円
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佐
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（
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田
下
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原
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辻
絹
（
93
歳
・
八
割
西
ケ
沢
）

菅
原
勇
夫
（
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歳
・
八
割
雷
）

村
田
ミ
ヨ
（
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・
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岩
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郷
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々
木
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（
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・
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久
内
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脇
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ヱ
ノ
（
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歳
・
桧
木
内
字
大
台
野
開
）

新
山
一
美
（
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歳
・
西
明
寺
字
堂
村
）

赤
倉
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歳
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小
林
收
（
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歳
・
小
山
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村
）

第３セクター情報
レストラン北蔵

1月1日（木）～3日（土）

　「振る舞い酒」を用意してお待ちしています。

1月12日（月）成人の日スペシャルランチ

　20年成長し、見守り続けたお祝いに　11：00～14：00　1,500円

「レストラン北蔵、米蔵、文庫蔵」1月1日より平常通り営業しています。

株式会社　西宮家　　　　 　　　 52-2438

田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」

ウインターショップ営業中

　冬期間土日祝日のみ 10：00～16：00営業

　お食事、お買い物、体験教室開催

大小宴会・仕出（オードブル・お弁当）・団体様お食事ご予約承ります！

　◆大小宴会　4,000円以上からご予算自由に設定いただけます！

　　　　　　　2時間飲み放題＆仙北市内無料送迎（10名様以上より）

　◆仕出し　　ご利用日の5日前までにご予約ください。

　◆団体様お食事　ドリンクバー＆ハーブティーバー付（アルコール

　　　　　　　　　　別料金）　ご予算・内容等お気軽にご相談ください！

東風の湯（だしのゆ）

仙北市民憩いの日　今月は1月26日（月）

　毎月開催『仙北市民憩いの日』は仙北市民入浴無料！

　【営業時間】7：00～21：00（受付20：00まで）

　※仙北市民と確認できるもの（運転免許証・健康保険証等）を必

　ずお持ちください。※利用者証の事前交付をご利用ください。

「東風の湯弁当」1,000円　予約限定販売！

　◆ご予約・お問合せ　東風の湯　☎43-2133

株式会社　アロマ田沢湖　　　　　 43-2424

年始も営業しています。

1月1日（木）～3日（土）　宿泊ロビーにて振る舞い酒

1月23日（金）タイ料理フェア

　4,700円　飲み放題　18：30～20：30

1月31日（土）2015年 未年 第18回花葉館新春麻雀大会

　おひとり様5,000円（懇親会・賞品代含む）

　1団体4名様でのお申込み　受付9：00　終了17：00

　申込締切　1月25日（日）

株式会社　花葉館　　　 　　　　 55-5888

クリオンからのお年玉！2015年新春特別企画

　1月1日（木）～3日（土）　9：00～

　◆その1　お得な入湯回数券販売！

　　回数券12枚綴り通常4,000円を 3,000円で販売します。

　◆その2　お楽しみ抽選会！

　　入湯・お食事・お買い物各ご利用料金1,000円につき1回抽選！

　　※入湯回数券の購入は対象外です。

　　※お楽しみ抽選会は景品がなくなり次第終了となります。

　◆その3　お買い得！特典付「福袋」販売！　（売店にて販売します）

レストラン「かたくり」新春特別メニュー

　1月1日（木）～4日（日）

　この期間だけの限定メニューとなっていますので、ぜひレスト

　ラン「かたくり」にてお楽しみください。

　松花堂おせち弁当　1,200円　本鮪鉄火丼　1,200円

　具だくさんお雑煮　400円　　おしるこ　400円

　その他、おすすめメニューもご用意しています。

営業時間のご案内

　＜日帰り入浴＞

　1月1日（木）～3日（土）9：00～21：00まで（20：00受付終了）

　1月4日（日）より通常営業6：00～21：00まで（20：00受付終了）

　＜レストランかたくり＞

　1月1日（木）～4日（日）11：00～21：00（20：30ラストオーダー）

西木温泉　クリオン　 　　　　　 47-2010
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※表記の価格はすべて税込となっています。
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1/ １ 木 ●元旦歓迎イベント（JR 田沢湖駅、JR 角館駅）

２ 金

３ 土

４ 日

５ 月

６ 火

●平成27年仙北市消防出初式（分列行進【西木温泉クリオン～西明寺小学校 12：15 ～】　

式典【仙北市民会館 14：00 ～】） P10

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） P18

●メタボ予防教室（健康管理センター） P19

７ 水
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13：00 ～16：00） P19

●行政相談所開設日（角館交流センター13：00 ～16：00） P21

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～12：00） 12/16･P11

８ 木
●メタボ予防教室（西木保健センター） P19

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00） P22

●第10回仙北市新春書き初め大会（角館交流センター 9：00 ～） 12/1･P28

９ 金

１０ 土
●おはなし会『うさぎのみみ』（総合情報センター10：00 ～11：00） P21

●衣類のリサイクル教室（西木公民館 13：00 ～16：00） 12/1･P28

１１ 日

１２ 月

１３ 火 ●こころの相談（健康管理センター） P18

１４ 水

●うきうき広場（さくラッコ10：30 ～11：30） P17

●行政相談所開設日（神代出張所 13：00 ～16：00） P21

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（神代出張所 13：00 ～16：00） P22

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～12：00） 12/16･P11

●第4回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16･P12

●基礎から学ぶ『おもてなしの英会話』（田沢湖総合開発センター19：00 ～ 20：00） 9/1･P10

１５ 木
●第4回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16･P12

●平成27年度分　軽油引取税免税証（農業用）交付申請集合（仮）受付（角館交

流センター10：00 ～11：30・13：00 ～15：30） 12/16･P13

１６ 金 ●笑いの会（健康管理センター10：00 ～11：30） P19

１７ 土
●仙北市景観シンポジウム（角館樺細工伝承館 13：30 ～） P11

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） P13

●田沢湖スポーツセンター小学生冬休みスキー教室（たざわ湖スキー場・田沢湖スポーツセンター） P21

１８ 日 ●田沢湖スポーツセンター小学生冬休みスキー教室（たざわ湖スキー場・田沢湖スポーツセンター） P21

１９ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10：00 ～12：00） P22

２０ 火 ●にこにこ元気塾（田沢湖総合開発センター13：30 ～15：00） 6/1･P13

仙北市カレンダー １/１木   ～２０火  
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市長　新年のごあいさつ

2015 FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ秋田たざわ湖大会

ちいきのわだい／かくのだて
フィルムコミッション　ロケー
ションだより

仙北市のグリーンツーリズム
自然や文化、人と人との交流が
地域を元気に

市役所からのお知らせ

図書館情報局

平成25年度決算状況

子育てインフォメーション

保健・健康の掲示板

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

お知らせナビ

戸籍の窓口から／カレンダー・目次

広告

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　私自身の平成 26 年を漢字で
表すと「怪我」。ちなみに 1 文字
と制限はしてません。ご了承く
ださい。年の後半にいろいろと
痛めてしまいました。痛いと言
い続けて数か月。時が経つのは
早いものです。平成 27 年の目標
を漢字で書くと「完治」。2 文字
ですみません。何をするにも健
康第一。皆さまも健康な一年を。

TK　新年おめでとうございます。
昨年は広報担当として取材に
行って写真を撮影したり、記事
を書いたりと初めてづくしの 1
年でした。今年は昨年の経験や
反省を活かして少しずつレベル
アップできるように 1 年頑張っ
ていきたいと思います。本年も
よろしくお願いします。

YR　1 月 1 日号をお届けします。
お正月のお休みにゆっくり読ま
れる方も多いことと思います。
いつも読みやすさ、正確さを目
指していますが、個人的に昨年
は反省が山ほどでした。これを
活かして心機一転取り組みたい
と思います。今年も広報せんぼ
くをどうかよろしくお願いいた
します。

   人口増減内訳
　　　　　・出生　　  9 人
　　　　　・死亡　　26 人
　　　　　・転入　　23 人
　　　　　・転出　　24 人

  人口の動き                        （前月比） 

  　　人口  28,645 人　       （－    18）
  　　 　男  13,339 人　       （－       5)
  　　 　女  15,306 人　       （－     13）
  　 　世帯  10,826 世帯　  （－     13）
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